
⑮ ～作品紹介④フェデリコ・エレーロ～

　十和田市現代美術館の滞在制作第１号として、フェデ
リコ・エレーロが10月13日から11月４日までの間に、現
代美術館の階段室と屋上にカラフルなペインティング作
品を描きました。
　エレーロは1978年中米コスタリカ生まれ、大学で教
育・絵画・建築を学んだあと、近年はプロジェクト型の
作品制作に取り組んでいます。2001年のベネチア・ビエ
ンナーレ（２年に一度開催する大規模な国際展）で特別
新人賞を受賞、その後も数々の国際展に参加し、2005年
の愛知万博では、４つの世界地図を描いた池を発表しま
した。恒久的な作品としては、当館の作品が日本で初め
てになります。
　エレーロの作品は、鑑賞者が作品の中に入り込み、一
体となって感じることが出来るのが特徴です。十和田市
の作品についても、「色がさまざまに重なり合うことで
新たな力が生まれる。階段を昇ることで、自分の作品で
パワーを感じて欲しい」と話しています。また、カラフ

ルな階段室とは対象的に、屋上はスカイブルー一色です。
「十和田市の青い空を描きかった」とのことです。作品
にはさまざまな「目」状のものが描かれており、作品そ
のものが語りかけてくれるかのようです。
　残念ながら現代美術館建設中のため、作品は開館まで
非公開ですが、来年４月にはご覧になれますので、ご期
待ください。

　市で整備を進めている野外芸術文化ゾーンについての話題を紹介しています。
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